
卒業式に向けて
１３日（金）には、卒業式の総練習が行われま

した。３月に入ってからそれぞれの学年で、また
は合同で練習してきたことの最終確認の場でもあ
りました。
主役である６年生はもちろんのこと、４・５年

生も真剣な表情で練習に臨んでいます。卒業証書
授与、教育委員会告辞、そして来賓祝辞と、ぴり
っと引き締まった空間で粛々と進められました。
誰もが、本番さながらの真剣さです。 校長式辞
では、１週間後に控えた卒業式を前に、６年生だ
けでなく４・５年生にも、お話をされました。来
賓祝辞では、来賓の代理として齋藤先生が６年生
の子どもたちにはなむけの言葉を贈りました。一
人一人の心に響くお話でした。

そして、別れの言葉では、６年生一人一人が思いを込
めて、自分の言葉を在校生に伝えます。４・５年生も、
しっかりとした張りのある声で、バトンを受け継ぐもの
としての言葉を伝えます。合唱曲も，仕上がりつつあり
ます。
いよいよ、旅立ちの時が目の前に

やってきました。素敵な卒業式に
なる予感がします。

ご苦労様でした
２月末に選挙をし、その後各学年での選挙の結果、会長始め、５・

６年副会長など、２７年度前期児童会役員が、無事に決まりました。
９日（月）の朝礼では、２６年度後期児童会役員退任前のあいさつ

が行われました。実は、この日が２６年度最後の朝礼でした。児童会
長が代表で『秋竹小の伝統の「なかま活動」を大切にしていってくだ
さい』と、全校に向けてあいさつをしました。いろいろなことの締め
くくりに忙しい３月です。

卒業制作完成に向けて
６年生恒例の卒業制作が順調に進んでいます。

掛け軸など個人の作品と、全員での共同作品の
両方に取り組んでいます。個人作品は、いよい
よ完成間近。共同作品は、下絵ができあがって
作成に取りかかっていきます。思い出に残る作
品ができあがりそうです。


